
氏名 長坂 成行

　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①

太平記秘伝理尽
鈔4（東洋文庫
763）

共編

①

『太平記抜書』
の類〈写本〉書
誌解題稿（上）

単

②

『太平記抜書』
の類〈写本〉書
誌解題稿（下）

単 多様な形態をもつ『太平記
抜書』の類（写本）の総
覧。

①

〈書評〉石田
洵著『太平記考
―時と場と意
識』

単 『国文学研究』（早
稲田大学国文学会）
153・154集合併号

2008年3月

平凡社2007年6月

『奈良大学紀要』36
号

『奈良大学大学院研
究年報』13号

2008年3月

2008年3月

日本中世文学（特に軍記物語）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

①京都大学本太平記の校訂本の刊行（翻刻終了、校訂中、他3名と共同）、②太平記写本総覧
の刊行（初校了、単独）、③太平記秘伝理尽鈔（五）の刊行（継続中、他２名と共同）

財団法人龍門文庫理事（2006年後期から）、市民講座講演5回（2007年度、香芝市民図書館）

総合研究所所長（2006・2007年度）

1978年3月名古屋大学大学院文学研究科国文学専攻博士課程単位取得満期退学

文学修士

（その他）

最終学歴

（学術論文）

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

同書の翻刻校訂と注解、巻14を
担当。

概　　　　　　　要

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

中世文学会、軍記・語り物研究会、日本文学協会

太平記諸本の研究、太平記秘伝理尽鈔の注釈的研究

日付を手がかりに太平記の構成
意識を追究した同書の書評。

多様な形態をもつ『太平記抜
書』の類（写本）の総覧。


